
平成23年度第1回東濃看護専門学校運営協議会議事録 

 

日  時  平成23年7月5日(火)午後4時 

場 所  東濃看護専門学校２階会議室 

次第 

 １  開会 

学校長挨拶 

会議の成立の確認。9名の出席で会議の成立を確認。 

２ 会長選出      土岐市副市長を会長に選出。 

３ 会長あいさつ    土岐市副市長挨拶。 

副会長に多治見市副市長を指名。 

 ４  議事 

会長が議事進行。 

(1)  平成22年度東濃看護専門学校事業特別会計決算（案）について 

事務長：資料に基づき説明。 

承認。 

 

５ その他 

  (1) 平成 24年度学生募集要項について 

事務長：資料に基づき説明。 

委  員：二次募集は、一次募集の定員割れをした時に実施するのか。 

事務長：一次募集で定員に達したときは、二次募集は行わないことが学生募集

に記載してあります。 

事務長：応募者が減少しているので、学校案内を今までは岐阜県と愛知県の一

部しか送付していなかったが、東海・北陸地区の准看護学校にも送付



したいと考えていますので、ご了承をいただきたい。圏域外からの学

生が増加する可能性があるが、まずは、学生を集めることに重きをお

きたい。入学した学生が卒業後、圏域内に就職してもらうよう努力を

していきたい。 

委  員：圏域外の学生が、圏域内に就職する場合は、三市の奨励金等を出すな

ど、具体的に検討していただきたい。 

事務長：学生に対する奨励金等になると、三市側が交付することになるので、

案等をまとめて、お願いすることになると思います。実施することに

なれば、学生も集まりやすくなると考えられるので、その際には、ご

協力をお願いします。 

(2) 平成 23年度学生の状況及び平成22年度卒業生の状況について 

事務長：資料に基づき、説明。 

委  員：37名の入学者が、卒業時に20名になっているが。 

副校長：近年は学力の低い学生が多い。国家試験のことも考慮して、留年させ、

学力をつけさせてから、受験させるようにしている。 

    各学年に、退学者・留年者が約１割いるのが現状である。 

学校長：学校の対策としては、補習等を実施しています。 

(3) 東濃看護専門学校の設置及び管理に関する条例の一部改正について 

事務長：資料に基づき、説明。 

委  員：専決ということであるが、あとで議会の承認を得るということか。 

事務長：７月議会で承認をもらう予定である。 

 

 ６  閉会 


